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Chin　Fung 　Kee 元国際土質基礎工 学会 副 会長 の 死 を悼む

　 1981〜 1985年の国際土 質基礎工 学会副会長 Ch血

Fung　Kee （チ ン ・フ ン ・キ
ー
）教授が 1990年 8 月

29日，短期間 の 病気 の 後逝去 され た と の 報せ を AIT

の Balasubrarnanian（バ ラ ス ブ ラ マ ニ マ ン ）教授か

ら受け大 きな シ ョ ッ ク を受け ま し た 。 土質工 学会会

員 の 皆様 と共に 謹 し ん で 哀悼の 意 を表 す も の で あ り

ます。

　 1979年 シ ン ガポ ー
ル で 行わ れ た 第 6 回ア ジ ァ 地域

会議 の 際行わ れ た会議で 副会長 の イ ン ド の Mohan

　（モ
ー

ノ ・ ン ）博士 か ら Chin教授が最適任で あ る と

の 推薦 が あっ た の で ， 日本 はた だち に賛成 し た とい

う こ とがあ りま した 。

　 1981〜 1985年の 国際学会会長 は de　 Mello （デ メ

ロ ）博士 で あ り学会 の 運営方法の 改革 ， 定款改正 な ど

の 提案 が な され ，
Steering　Committeeや Executive

Committee で 激し い 議論が戦 わ され ま し た 。 こ の 間

に あ っ て 学会 の た め ， ア ジ ァ 地域 の た め に誠 に 適切

な意見 を述 べ られ，副会長 として の 職責を立 派 に果

た され ま した 。 我が 目本の 学会 も そ の 恩恵を こ うむ

っ た こ と は もち論で あ ります。

　 Cbin 教授の こ とは我が 国で は 余 り知 られ て い な

い の で ， 以下 に簡単 に紹介 し ます 。

　教授は 1920 年マ レ ーシ ァ の ペ ナ ン 島の 生 れ で ，

1939年 に シ ン ガポー
ル の Ra 伍 es 　Collegeで

一
般教

養を勉学中第二 次大戦が始 ま り， 学業 を 中 断 し ，

1946年に優秀 な成績で 同校卒業。1948年に イ ギ リス

の ベ ル フ ァ ス トの Queen’s　 University土木工 学科

入学 ， 1952年に同科 を首席で卒業 ， 修士 コ ー
ス を終

え て 1954年 に マ レ
ー

シ ァ に 帰 られ ま し た。

　 2 年間州政府 に勤務 し， 灌漑事業 ， 特に橋梁 ， 運

河 ， 水理構造物 ， 施設 の 維持補修 ， 請負工 事の 監督 ，

測量 ， 調査 ， 研 究に従事 され ま し た
。

1956 年に マ レ

ー大学講師とな り， 工 学部の 設置に 貢献 さ れ ま し た 。

1957年に マ レ ー
シ ア が独立 し，1958年 に は ク ア ラ ル

ン プー
ル に マ

ー
レ シ ァ大学が設 立 され ま した 。 こ こ

で 優秀な学生 を養成 され た の で ， 卒業生 は イ ギ リス

の 大学 の修士 コ ー
ス に 入 る資格 が与 え られ るよ うに

な り ま した 。 数多くの 論文 を発表 され，他方 ，
マ レ

go

一
シ ァ政府の 名誉 コ ン

サ ル タ ン トと し て 国 の

事業に も関係 され ま し

た。特に 軟弱地盤上 の

基礎， 超 高層 ビ ル に つ

い て す ぐれ た 業績を挙

げ られ ま した 。 1973年

に大学 を退職 し ， 名誉

教授 とな られ ま したが ，

大学で の 仕事 は継続 さ

れ ま し た
。

1980年頃か ら完 全 に大学 を離れ ，
コ ン サ

ル タ ン トの 仕事に専念 され ，亡 くな る ま で Jurutera

Konsultant （SEA ）Bdn
，
　Bhd ．の 主任技師で あ りま

し た
。

　最後 に教授の 受 け られ た輝か しい 賞 に つ い て 記 し

ま す。

　 Feliow　of 　the　Institution　of 　Enginees
，
　Malaysia

，

　 Institution　of　Engineers
，
　 Singapore

，

　Institution　of 　Engineers
，
　 Ireland，

　 Institution　of　Civil　Engineers，　Britain，

　Institution　of　Structural　 Engineers，　Britain，

　Past　 President，　 Southeast　 Asian　 Geotechnical

　　Society
，

　 Vice　 President　of 　 ISSMFE ．

　王様 か ら賞を貰い TAN 　SRI と い う最高 の 称 号

を得られ ま した 。 1985〜 1987 年 に は Chairman　 of

the　Com ・nonwealth に 選任 され ま したが ， これ は イ

ギ リス 人以 外で は初 め て と い うこ と で し た。教授が

い か にす ぐれ た人で あ っ た か は こ れ をみ て も十分わ

か る気 が い た し ます 。

　国際学会 と して こ の よ うな 人 を失 っ た こ とは大き

な損失で あ りますが ， 日本 の 学会 員 とともに ご逝去

を い た み ご冥福 を祈 る ば か り で す 。

（文責 ； 福岡正 巳　元国際土質基礎工 学会会長）

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 （原 稿受理 　1990．12．27）
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